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 事 業

 １，３７７万円
７，３９９万円
３，０３５万円

２，１８６万円
 ２，０００万円金

４８万円

５，４６４万円
７，６８０万円

７億５，８９０万円
１億２，６０５万円
４，３４２万円
６，１７３万円

３，４１２万円

１億４，１６２万円
１億５，３００万円
８，７９９万円
１，４９２万円
２，９９３万円

　

平
成　

年
度
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
市
の
家
計
簿
で
あ
る
決
算
の

１４

内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

財
政
状
況
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
生
活
に
密
接
し

た
事
業
は
増
大
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
工
夫
し
、
有
効
に
使
う
こ
と
で
、『
水
と
緑
と
ふ
れ
あ
い
の

ま
ち
�
東
久
留
米
�』
の
着
実
な
実
現
を
目
指
し
ま
し
た
。
こ
の
決
算
に

つ
い
て
は
、
２
名
の
監
査
委
員
に
よ
り
、
関
係
書
類
と
の
照
合
な
ど
審
査

が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、「
計
数
に
誤
り
が
な
く
、
基
金
の
運
用
に
つ
い

て
も
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
た
」
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の

監
査
委
員
の
意
見
を
添
え
て
、
第
３
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
、
継
続
審
議

の
後
、
先
の
決
算
特
別
委
員
会
に
て
原
案
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
財
政
課
�　

・
７
７
０
６
へ
。

７０

歳
入
の
減
に
よ
り

厳

し

い

決

算

　
　

年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、

１４
歳
入
額
が
３
２
１
億
４
５
２
８
万

円
、
歳
出
額
が
３
０
９
億
５
４
２

１
万
円
で
す
。　

年
度
と
比
較
す

１３

る
と
、
歳
入
で
は
市
税
、
地
方
交

付
税
な
ど
の
減
少
に
よ
り　

・
２

１０

㌫
の
マ
イ
ナ
ス
、
歳
出
で
は
駅
東

口
土
地
区
画
整
理
事
業
や
小
・
中

学
校
の
補
強
・
改
修
工
事
を
は
じ

め
と
し
た
大
規
模
事
業
の
減
な
ど

に
よ
り
、　

・
６
㌫
の
マ
イ
ナ
ス

１０

と
な
り
ま
し
た
。

　

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源

を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
、
市

の
貯
金
に
あ
た
る
財
政
調
整
基
金

か
ら　

億
円
を
取
り
崩
し
た
こ
と

１１

に
よ
り
、　

億
９
１
０
７
万
円
と

１１

な
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
と
、
国

民
健
康
保
険
・
老
人
保
健
・
介
護

保
険
・
下
水
道
事
業
・
受
託
水
道

事
業
の
５
特
別
会
計
を
合
計
す
る

と
、
歳
入
は
５
５
０
億
３
０
０
６

万
円
、
歳
出
は
５
３
７
億
７
１
６

９
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ

て
、
歳
入
６
・
６
㌫
、
歳
出
６
・

７
㌫
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
ま

す
。

育・文化〉

２，９５２円稚園

１万２，７５９円学校

４，８２４円学校

３，２２１円書館

１，４４８円民館

１，０９７円会教育

３，１２２円ポーツ

債費》

２万６，８３２円人当たりの返済額

民健康保険事業》

１９万５１４円入者一人当たり

当たりの主な目的別経費

 
会
員
募
集 

　

◆
音
読
講
座
万
葉
集
入

門（
古
典
文
学
を
よ
む
会
）

　

１
月　

日
か
ら
毎
月
第

１７

３
土
曜
日
の
午
前　

時
〜

１０

正
午
、
中
央
図
書
館
で
。

会
費
月
１
０
０
０
円
。
詳

し
く
は
石
島
�　

・
４
７

７１

２
９
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
ル
ン

バ
）　

毎
週
土
曜
日
の
午

後
７
時
半
〜
９
時
、
南
部

地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会

金
１
０
０
０
円
、
会
費
月

３
０
０
０
円
。
詳
し
く
は

斉
藤
�
０
９
０
・
２
２
２

４
・
５
７
８
５
へ
。

　

◆
金
曜
囲
碁
ク
ラ
ブ　

月
４
回
、金
曜
日
の
午
後

１
時
〜
５
時
、さ
い
わ
い

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
。会
費

月
４
０
０
０
円
。詳
し
く

は
三
沢
�　
・
２
２
３
０
へ
。

７３

　

◆
東
久
留
米
市
赤
十
字

奉
仕
団　

災
害
時
の
救
助
、

献
血
事
業
の
協
力
、
福
祉

事
業
の
協
力
。
年
１
回
以

上
赤
十
字
社
へ
１
０
０
０

円
募
金
。
詳
し
く
は
竹
内

�　

・
０
８
４
８
へ
。

７３

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
も
み

じ
会
）　

毎
週
月
曜
日
の

午
後
１
時
〜
４
時
、
南
部

地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費

月
３
０
０
０
円
。
初
心
者

歓
迎
。
詳
し
く
は
瀬
間
�

　

・
１
３
７
８
へ
。

７２
　

◆
サ
ッ
カ
ー
（
Ｈ
Ｉ
Ｂ

Ａ
Ｒ
Ｉ
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）

　

火
曜
・
水
曜
・
金
曜
・

土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
の

午
後
５
時
か
ら
、
第
八
小

学
校
校
庭
ほ
か
で
。
会
費

月
５
０
０
０
円
。
小
学
６

年
生
〜
中
学
生
。
経
験
不

問
。
見
学
・
体
験
あ
り
。

詳
し
く
は
本
橋
�　

・
０

７６

�　

・
８
７
６
３
へ
。

７３
 
催　
　

し 

　

◆
東
久
留
米
七
福
神
め

ぐ
り
（
東
久
留
米
の
び
の

び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研

究
会
）　

１
月　

日
（
日
）

１８

午
前
９
時
か
ら
、
東
久
留

米
駅
東
口
集
合
。
参
加
費

３
０
０
円
。
先
着　

名
。

３０

住
所
・
氏
名
・
年
齢
を
書

い
て
、
フ
ァ
ク
ス
に
て
申

し
込
み
。
詳
し
く
は
関
�

　

・
６
６
２
４
（
フ
ァ
ク

７１ス
同
）
へ
。

　

◆
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン

ゴ
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

（
フ
ェ
シ
リ
ア
）　　

月　
１２

１９

日
（
金
）
午
後
７
時
〜
９

時
、
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

で
。
参
加
費
１
０
０
０
円

（
茶
菓
子
付
き
）。
す
ぐ
に

踊
れ
る
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

レ
ッ
ス
ン
あ
り
。
経
験
不

問
。詳
し
く
は
杉
山
�　
・
７４

５
５
０
６
へ
。

　

◆
伊
勢
正
三
コ
ン
サ
ー

ト
（「
こ
の
み
」
伊
勢
正
三

コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会
）　

３
月
６
日
（
土
）
午

後
５
時
半
開
演
（
５
時
開

場
）、中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

で
。
前
売
り
５
０
０
０
円

（
全
席
指
定
）。
１
月　

日
１３

午
前　

時
か
ら
発
売
。
詳

１０

し
く
は
同
会
・
前
田
�　
・
７３

９
６
６
７
（
午
前　

時
〜

１０

午
後
５
時
）
へ
。

　

◆
第
６
回
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ

ラ
オ
ケ
歌
謡
大
会
出
場
者

募
集
（
東
京
東
久
留
米
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
）　

１

月　

日
（
日
）
午
前　

時

２５

１０

〜
午
後
５
時
半
、
中
央
公

民
館
ホ
ー
ル
で
。
参
加
費

６
０
０
０
円
（
入
場
整
理

券
・
抽
選
券
付
き
）。
大
会

最
後
に
抽
選
あ
り
。
記
念
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　市税負担額 １３７，８３４円
　　・市民税（個人・法人） ６６，０２６円
　　・固定資産税 ５３，３３６円
　　・都市計画税 １２，６３８円
　　・そ　の　他 ５，８３４円
※都市計画税は、都市計画区域内の土地また
は家屋の所有者に負担していただく目的税
で、都市計画道路の築造や用地買収、駅周
辺の土地区画整理事業に要する費用等に充
てています。

市民一人当たりの市税負担額
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・土地（庁舎、学校、保育園、公園、図書館
　など） ５８６，２９７㎡
・建物（延床面積） ２０８，２３０㎡
・工作物（プールなど） １４０カ所
・出資による権利（市土地開発公社、市コミュ
　ニティ振興公社など） ２億３，７５６万円
・物品（庁用車や各種物品） ７３１台
・債権（高齢者福祉住宅借上敷金など） 　　
 ３，８７５万円
・基金（財政調整基金） ２８億４，３１２万円
・基金（その他の基金） ２５億６，９４４万円

市有財産の現況（１４年度末現在）

過
去
に
第
二
号
ま
た
は
第
三
号

期
間
を
有
す
る
方
＝
武
蔵
野
社

　一般会計は、市民の

皆さんに納めていた

だく市税を中心に、地

方交付税や国・都支出

金、市債などを財源と

して、公共施設の整備、

福祉、保健衛生、消防、

教育など、市民生活を

支える基本的な経費

が計上されています。

一 般 会 計

特 別 会 計
　特別会計は、効率的な運営やその経理を明確にするた

めに、一般会計から独立させたもので、市では国民健康保

険・老人保健・介護保険・下水道事業・受託水道事業の５つの会計を設けています。
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（１４年度末現在高 ５０６億７，５７７万円）

・下 水 道 債  ２１８億６，９９８万円

・土　木　債 １０５億９，８３５万円

・教　育　債 ４９億７，８１５万円

・総　務　債  ３６億９，４１９万円

・民　生　債  １４億５，４８８万円

・衛　生　債 ４億７，８８１万円

・消　防　債 ３億６，１４８万円

・減税、臨時税収補てん債等　　　

　 ７２億３，９９３万円

※道路、下水道、学校等の整備には、

一時的に多額の費用が必要とされ、

その利用は長期にわたります。その

ため、国や金融機関などから長期的

に借り入れた資金が市債です。

市債の借り入れ状況
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知
っ
て
お
き
た
い
介
護

保
険
制
度
の
仕
組
み

　

今
号
で
は
、「
要
介
護
認
定
者

の
増
加
と
給
付
の
適
正
化
に
向

け
て
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
サ
ー
ビ
ス
未
利
用
者
の
増
加

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

い
場
合
に
は
、
要
介
護
認
定
等

の
申
請
書
を
本
人
ま
た
は
家
族

が
介
護
福
祉
課
に
提
出
し
ま
す
。

そ
し
て
、
認
定
結
果
は
、
申
請

か
ら
１
年
以
内
の
範
囲
で
見
直

し
（
更
新
）
を
し
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
未
利
用
者
（
認
定

申
請
を
し
た
の
に
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
な
い
方
）
の
発
生

は
、
全
国
平
均
は
２
割
程
度
で

す
。
サ
ー
ビ
ス
未
利
用
者
の
増
加

は
、
介
護
認
定
の
た
め
の
調
査
委

託
料
や
審
査
会
の
経
費
等
、
諸
経

費
の
増
加
を
招
く
た
め
、
全
国
的

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
病
院
に
入
院
中
で
退
院
の
め

ど
が
立
た
な
い
場
合
や
家
族
だ
け

で
在
宅
介
護
を
し
て
い
る
場
合
な

ど
の
よ
う
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
予
定
が
な
い
場
合
に
は
、

認
定
の
申
請
を
行
う
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
要
介
護
認
定
を
受
け
る

前
に
、
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な

い
理
由
に
よ
り
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

必
要
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
認
定

の
前
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
予
想
さ
れ
る
要
介
護
度
に

よ
る
暫（
ざ
ん
）定
的
な
居
宅
サ
ー

ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を
作

成
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
わ
け
で
す
。

■
要
介
護
認
定
者
の
急
増
と

給
付
の
適
正
化
に
つ
い
て

　

市
の
要
介
護
認
定
者
数
は
、　
１５

年
３
月
現
在
２
１
９
９
人
で
す
。

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
た　
１２

年
３
月
は
１
４
０
７
人
で
、
こ

の
３
年
間
で　

・
３
�
（
７
９

５６

２
人
）
増
加
し
て
い
ま
す
。
同

じ
期
間
の
第
１
号
被
保
険
者
数

（　

歳
以
上
の
高
齢
者
）の
伸
び

６５は　

・
７
�
で
す
か
ら
、
認
定

１９
者
数
の
伸
び
の
方
が　

・
６
�

３６

上
回
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ

の
よ
う
に
認
定
者
が
増
え
て
い

く
と
、
介
護
給
付
費
や
介
護
保

険
料
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
も　

年
４
月

１５

か
ら
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
不

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
な

い
か
な
ど
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
高
齢
化
が

進
展
し
て
も
、
介
護
保
険
制
度

が
持
続
的
な
社
会
保
険
制
度
と

し
て
維
持
で
き
る
よ
う
、
保
険

者
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
で
介
護
保
険
だ

よ
り
の
特
集
を
終
わ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
介
護

サ
ー
ビ
ス
係
（
内
線
２
５
５
４

〜
２
５
５
７
）
へ
。

　

第
二
次
行
財
政
改
革
基
本
方
針

に
基
づ
い
て
策
定
し
た
第
二
次
財

政
健
全
化
計
画（
第
二
次
改
訂
版
・

　

年
度
か
ら　

年
度
の
計
画
期

１３

１７

間
）
と
時
限
的
・
臨
時
的
な
取
り

組
み
で
あ
る
財
政
危
機
突
破
プ
ラ

ン
の　

年
度
の
実
施
状
況
お
よ
び

１４

財
政
効
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
【
実
施
状
況
】さ
ま
ざ
ま
な
事
業

の
見
直
し
や
効
率
化
の
推
進
な
ど

　

年
度
の
目
標
に
掲
げ
た
全
１
４

１４２
項
目
に
対
す
る
実
施
率
は　

・
９１

５
�
と
な
り
、
何
ら
か
の
取
り
組

み
が
な
さ
れ
た
「
一
部
実
施
」
を

加
え
る
と　

・
６
�
と
な
り
ま
し

９３

行
財
政
改
革
の
実
施
状
況
と

財
政
効
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

�

�

�

�
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　基本計画の策定に当たり、施策の実施により市民生活をど
の程度向上させるかなどの目標を「まちづくり指標」として
設定し、１４年度におけるこの指標の状況を表にまとめました。
　詳しくは企画調整課�７０・７７０２へ。

★基本目標１　市民一人ひとりが共につくるまち
目　標実　　　　績

１７年度１４年度１３年度

３０．０％４０．０％３７．４％委員会等の公募委員の割合

３２，２８３件３２，３９２件３２，１７７件コミュニティ施設等の利用件
数

★基本目標２　水と緑を守り育てていくまち
２．０９㎡２．０６㎡２．０７�市民一人当たりの公園面積

７２６戸６０６戸５８７戸雨水浸透施設の設置助成を受
けた住宅の戸数

★基本目標３　子どもがのびのび心豊かに育つまち
１，４５６人１，４８３人１，４３３人保育利用乳幼児数

１００％９５．６％７８．３％学校教育におけるコンピュー
タ活用の割合

★基本目標４　高齢者がいきいき幸せに暮らせるまち
１１．４％１０．５％９．９％要援護高齢者の出現率

３８０人３５５人３２１人障害者施設などに通所する人
の数

★基本目標５　豊かな出合いでにぎわうまち
１３７戸１２５戸１２５戸直販農家数

３８０人２６９人２８９人市民大学年間受講者数

★基本目標６　快適な都市環境が整ったまち
１７．９％１５．７％１５．４％幅員５．５ｍ以上の道路の割合

６００ｇ６６６ｇ６６３ｇ市民一人･1日当たりのごみ排
出量（ごみ原単位）

◎計画の推進
８５．０％９２．１％９０．２％経常収支比率

た
。
取
り
組
み
が
で
き
な
か
っ
た

９
項
目
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き

目
標
の
達
成
に
向
か
っ
て
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
【
財
政
効
果
】　

年
度
の
財
政
効

１４

果
は
、
財
源
捻
（
ね
ん
）
出
目
標

額
の　

億
６
９
０
０
万
円
を
上
回

１３

る　

億
８
２
０
０
万
円
と
な
り
ま

１５
し
た（
下
表
参
照
）。
こ
の
増
加
要

因
と
し
て
、
退
職
者
が
見
込
み
よ

り
増
加
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
下

水
道
使
用
料
の
改
定
、
予
算
編
成

時
の
物
件
費
の
削
減
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
危
機
突
破
プ
ラ
ン

で
は
、
目
標
通
り
実
施
さ
れ
、
所

定
の
効
果
額
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
職
員
一
丸
と

な
っ
て
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１４年度の行財政改革による財政効果

【財政健全化計画】

効　果　額目　標　額区　　分

◆効率的な行財政運営の推進

１億３，３００万円１億６，１００万円　　 施策の徹底した見直し

４，６００万円４，３００万円　　 補助金・助成金の見直し

１億２，５００万円 　　７，４００万円 　　 受益者負担の適正化

１，４００万円１，５００万円　　 新たな補助制度等の活用

７億４，７００万円３億５，７００万円　　 物件費の節減

◆資産の有効活用

７，６００万円５億３，４００万円　　 未利用地の有効活用

◆職員定数の見直し

３億４，２００万円７，８００万円　　 嘱託職員等の有効活用

４００万円 ４００万円 　　 民間活力の有効活用

◆人事給与制度の見直し

―４００万円　　 昇給制度の見直し

４，４００万円４，８００万円　　 職員給与の適正化

１５億３，１００万円１３億１，８００万円　　　　小　　　　計

【財政危機突破プラン】

５，１００万円５，１００万円◆７項目の時限的・臨時的事項

１５億８，２００万円１３億６，９００万円　　　　合　　　　計

　

詳
し
く
は
企
画
調
整
課
行
財
政

等
担
当
�　

・
７
７
０
１
ま
た
は

７０

７
７
０
２
へ
。

１４ 年 度 の 主 な 事
〈総務費〉
行財政体質改革事業
電算開発費
西部地域センター改修工事
〈民生費〉
高齢者向け優良賃貸住宅助成
痴呆（ほう）性高齢者グループホーム整備事業補助金

〈衛生費〉
大気中のダイオキシン類調査
〈土木費〉
市道補修工事
市道拡幅用地購入および物件補償
都市計画道路整備
駅東口第二土地区画整理事業
公園用地購入
東口中央公園、南公園整備
〈消防費〉
高規格救急自動車購入
〈教育費〉
小学校施設管理費（改修工事等）
中学校施設管理費（改修工事等 )
幼稚園施設管理（改修工事等 )
図書館改修工事
公民館音響設備購入
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�
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〈生活環境〉

１万７，９９８円ごみ・し尿処理

８，３３０円健康管理、環境保全

〈生活基盤〉

１万４，６８６円道路

１，４１８円公園

７，１６０円上水道

２万８，８８９円下水道

〈福　祉〉

１万５，９７９円高齢者

１万３，８９５円障害者

２万３，０３６円保育園

２，７５４円学童保育所

１，３８８円児童館

〈教育

幼稚

小学

中学

図書

公民

社会

スポ

《公債

一人

《国民

加入

１４年度決算に見る市民一人当

　１２月８日現在、「会員募集」および「催し」の１月７日号～４月１日号の
掲載分を受け付けています。所定の用紙に必要事項を記入し、広報課（市
役所２階）で、発行日の２０日前までに申し込んでください。毎号、「会員募
集」は１８件、「催し」は１２件まで、先着順に受け付けます。同一団体の掲載
は、「会員募集」「催し」を合わせて１年度４回までで、３号以上間隔をあ
けてください。原則として市内で活動する団体とし、連絡先は市内在住の
方に限ります。野外活動中心の場合を除き、市外で活動する団体の会員募
集はできません。
　なお、１６年４月１５日号～１０月１日号については、３月１日（月）から受け
付けます。

「広報ひがしくるめ」市民伝言板をご利用ください
詳
し
く
は
本
橋
�　

・
０

７６

４
９
２
へ
。

　

◆
早
朝
ラ
ジ
オ
体
操

（
下
谷
公
園
体
操
会
）　

毎

朝
６
時　

分
〜　

分
、
大

２０

５０

門
中
学
校
校
庭
で
。
会
費

年
１
０
０
０
円
。
ス
ト

レ
ッ
チ
・
ラ
ジ
オ
体
操
・

中
国
体
操
。
見
学
自
由
。

詳
し
く
は
池
浦
�　

・
４

２２

１
４
７
へ
。

　

◆
藤
間
流
日
本
舞
踊
入

門
教
室　

週
１
回
、
日
曜

ま
た
は
水
曜
日
の
午
後
１

時
か
ら
、
ス
ペ
ー
ス
１
０

５
ほ
か
で
。
会
費
月
５
０

０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。

５
歳
か
ら
。
レ
ベ
ル
に
合

わ
せ
て
個
人
指
導
あ
り
。

見
学
自
由
。
無
料
体
験

レ
ッ
ス
ン
あ
り
。
詳
し
く

は
武
井
�
０
８
０
・
１
０

１
６
・
１
９
３
４
へ
。

　

◆
ハ
イ
キ
ン
グ
（
遊
歩

サ
ン
ク
ラ
ブ
）　

２
カ

月
に
１
回
、
都
内
近
郊

で
。
会
費
年
１
０
０
０

円
、
参
加
費
１
回
１
０

０
円
。
詳
し
く
は
水
村

最
後
に
抽
選
あ
り
。
記
念

品
・
昼
食
付
き
。
詳
し
く

は
同
ク
ラ
ブ
事
務
局
�

　

・
１
１
７
５
へ
。

７１
　

◆
市
民
の
た
め
の
初
心

者
向
け
お
正
月
花
講
習

（
東
久
留
米
文
化
協
会
華

道
会
）　　

月　

日
（
金
）

１２

２６

午
前　

時
〜
正
午
、
福
祉

１０

会
館
で
。
参
加
費
２
８
０

０
円
（
花
材
費
）、
講
習
料

無
料
。
申
し
込
み
は　

月
１２

　

日
ま
で
。
詳
し
く
は
安

２４藤
�　

・
６
３
７
３
へ
。

７５

　

◆
第　

回
南
想
書
画
像

１４

展（
南
想
会
）　　

月　

日

１２

２７

（
土
）
〜　

年
１
月　

日

１６

２４

（
土
）
図
書
館
開
館
時
、
中

央
図
書
館
で
。
書
・
絵
・

写
真
・
揮
毫
（
き
ご
う
）

ほ
か
。
詳
し
く
は
井
手
�

　

・
０
６
１
０
へ
。

２３
　

◆
う
た
ご
え
広
場　
　
１２

月　

日
（
土
）
午
後
７
時

２０
〜
９
時
、
市
民
プ
ラ
ザ

ホ
ー
ル
で
。
参
加
費
２
０

０
円
（
歌
集
・
飲
み
物
・

菓
子
代
含
む
）。詳
し
く
は

椙
山
�　

・
５
４
６
９
へ
。

７２

 
老
齢
基
礎
年
金 
等
の
請
求

・
・
・
・
・
・

手
続
き
先
は
加
入
し
て
い
た

制
度
に
よ
り
異
な
り
ま
す

　

年
金
の
請
求
を
す
る
方
は
、

加
入
し
て
い
る
（
加
入
し
て
い

た
）
年
金
制
度
の
種
類
に
よ
っ

て
提
出
先
が
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
上
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
老
齢
基
礎
年
金
の
請
求
】第

一
号
被
保
険
者
期
間
の
み
の
方

＝
市
保
険
年
金
課
国
民
年
金
係
、

期
間
を
有
す
る
方
＝
武
蔵
野
社

会
保
険
事
務
所

　
【
障
害
基
礎
年
金
の
請
求
】初

診
日
に
第
一
号
被
保
険
者
で

あ
っ
た
方
＝
市
保
険
年
金
課
国

民
年
金
係
、
初
診
日
に
第
三
号

被
保
険
者
で
あ
っ
た
方
＝
武
蔵

野
社
会
保
険
事
務
所

　
【
遺
族
基
礎
年
金
の
請
求
】死

亡
日
に
第
一
号
被
保
険
者
で

あ
っ
た
方
＝
市
保
険
年
金
課
国

民
年
金
係
、
死
亡
日
に
第
三
号

被
保
険
者
で
あ
っ
た
方
＝
武
蔵

野
社
会
保
険
事
務
所

　

詳
し
く
は
市
保
険
年
金
課
国

民
年
金
係
�　

・
７
７
３
３
ま

７０

た
は
武
蔵
野
社
会
保
険
事
務
所

�
０
４
２
２
・　

・
１
４
１
１
へ
。

５６


